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Excel定義書における定義の修正履歴管理方式の提案

上田 達也1,a) 灰野 有香1,2,b)

Proposal for a method of history management of spreadsheet style data
definitions

著者らのグループではソースコード自動生成フレーム

ワークであるblanco Framework[1]を開発している．blanco

Frameworkでは様々なプログラミング言語のソースコード

を自動生成するためのデータ構造や諸条件を Excelブック

上に定義する．Excelブック形式であればそのまま納品ド

キュメントとすることが可能であるので，納品ドキュメン

トとソースコードの乖離を防ぐ効果が期待できる．

ただし，Excelブックでは変更差分の取得が困難である．

定義書において，変更差分が完全に取得できれば，ソフト

ウェア製品全体の品質向上を期待できる．

本稿では blanco Frameworkにおける Excelブックを用

いた定義書で変更履歴を管理する方式について提案する．

一般的に，スプレッドシートからプログラムでデータを

読み込む場合，カラムの挿入や削除によって意図したデー

タとのズレが生じることがある．このような場合，スプ

レッドシートの書式が変更される都度，プログラムを修正

する必要がある．

開発プロジェクトにおいては仕様変更は一定の頻度で発

生する．仕様変更によって Excelブック形式の定義書の書

式が変更された場合，その都度，正しくデータを読み込む

為にプログラムを修正するのは現実的では無い．

blanco Framework では，Excel の表形式で定義された

データ構造 (図 1)を XMLで表現しいている (図 2)．定義

書の書式に変更があった場合，XML形式でのデータ構造

定義を修正することで，シートへのカラムの挿入や削除に

も，プログラムの変更なしに対応できるようにしている．

データ構造が XML形式で表現されているということは

すなわち，読み込まれたデータも内部的にはオブジェクト

形式で保持されることになる．これらのオブジェクトデー

タをテキスト化可能な形式にシリアライズすると，gitな

どのバージョン管理システムでの管理に対して親和性が高

くなると期待できる．

1 有限会社うえだうえおうぇあ
Ueda Ueo Ware, Inc.

2 大阪市立大学創造都市研究科
Graduate School for Creative Cities, Osaka City University

a) ueo@ueo.co.jp
b) haino@ueo.co.jp

図 1 定義書の例

図 2 xml の例

blanco Frameworkでは，オブジェクトはXML形式でシ

リアライズされることを前提としている．ソースコード自

動生成にあたっても，Excelブックの情報を一旦 XML形

式の一時ファイルに変換している．

この一時ファイルを人間にとって可読性の高い書式に

フォーマットし，gitなどのバージョン管理システムに登

録することで，定義の変更履歴を完全な差分とともに効率

良く管理することができると期待している．
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